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「祭りと大会がいっしょに！！」
　２月１１日（祝）に石川県漁業協同組合西海支所で
志賀町立西海公民館主催の「冬の日本海波祭り　大漁
鍋大会」が開かれました。
　この大会には、海の幸をふんだんに使った大漁鍋を
始め、婦人会や壮年会などによる飲食物の販売や鮮魚
販売。さらには餅つき、スピードくじ、酒見地区小学
生によるヨサコイ踊りなど盛り沢山。まさに祭りと大
会が合わさった贅沢な催し物です。



住民課からのお知らせ

　各医療保険者が加入者に実施します
４０歳～74歳
の人が対象志賀町国民健康保険の

～特定健診・特定保健指導～
メタボリックシンドローム（メタボ）
の予防に重点をおいた健診制度！
健診結果をもとにメタボの該当者や
その予備群に保健指導が行われます。
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肥満に加えて、他の危険因子が２つ
以上ある人はメタボと判定されます。
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特定健診に合わせて、がん検診も
ありますので受診しましょう。
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　メタボのベースとなる内臓脂肪の蓄積具合
を調べます。内臓脂肪が多くなると、高血圧
や高血糖、脂質異常をまねきやすくなります。
　内臓脂肪の蓄積と腹囲は相関しており、へ
そ周りをはかることで内臓脂肪の目安がわか
ります。

内臓脂肪が
多い状態

男性85㎝以上
女性90㎝以上

　血圧が高いと血管に大きな負担
がかかるため、動脈硬化を進める
原因になります。
　内臓脂肪を多く持つ人は、血圧
が高くなりやすい状態にあります。

収縮期血圧130㎜ Hg 以上
拡張期血圧　85㎜ Hg 以上

　内臓脂肪がたまると、血糖値を下げるインスリ
ンの働きが悪くなり、血糖値が高い状態のままに
なります。
　ヘモグロビンA1ｃは食事の影響をうけにくい
ので、長期間の血糖の状態を知ることができます。
いずれも糖尿病を発見する手がかりとなります。

　内臓脂肪がたまると、中性脂肪が増加し、余
分なコレステロール（脂肪）を肝臓に戻すHDL
コレステロールが減少して、血液が脂質でいっ
ぱいになります。
　脂質が増えすぎると血管をつまらせる原因に
なります。

空腹時血糖
110㎎ /㎗以上

ヘモグロビンA1c
5.2％以上

中性脂肪
150㎎ /㎗以上

HDLコレステロール
40㎎ /㎗未満
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【１次予防】
健康状態のときに
病気の根を絶つ　　

【2次予防】
早期発見により治療する

【3次予防】
すでに病気の状態から
再発悪化を防ぐ　　　



①
７５歳以上（一定の障害のある方
は６５歳以上）の方が加入します。

住民課からのお知らせ

　平成２０年４月１日から、７５歳以上の高齢者を対象とする独立した医療制度として、後期高齢者医療
制度が始まります。
　現行の老人保健制度に代わる制度で、運営主体は、都道府県単位の市区町村全てが加入する「広域連合」
が行うこととなり、石川県では、「石川県後期高齢者医療広域連合」が行います。
　なお、保険料の決定や資格の管理、医療の給付は広域連合で行い、保険料の徴収や各種申請受付などの
窓口業務は市町が行います。

後期高齢者医療制度とは

制  度  の  ポ  イ  ン  ト
②
保険料は、一人ひとりに納めてい
ただきます。
また、原則として年金からの天引
き（特別徴収）となります。

③
所得の低い世帯の方には保険料の
均等割額が７割、５割、２割軽減
されます。

④
制度加入の前日に被用者保険の被扶養者であっ
た方は、制度加入時より２年間、保険料の均等
割が５割軽減され、所得割額はかかりません。

平成２０年度に限り、
・４月～９月　→　保険料が無料となります。
・１０月～翌年３月　
　　　→　保険料の均等割が９割軽減されます。

⇨
さらに

保険料の通知について

・国民健康保険の被保険者だった方　　　 　
→  平成２０年４月から原則として年金天引き（特別徴収）となります。
　  ※保険料の通知は４月に届きます。
　  ※天引きできなかった場合は、７月から納付書や口座振替など（普通徴収）で納めて頂きます。

・被用者保険の被保険者（本人）だった方 
→  平成２０年７月から納付書や口座振替など（普通徴収）で納めていただき１０月から原則として
　  特別徴収となります。
　  ※保険料の通知は７月に届きます。　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
・被用者保険の被扶養者だった方　　
→　平成２０年１０月より原則として特別徴収となります。
　  ※保険料の通知は１０月に届きます。

★ 平成１９年９月１４日の情報を基に判定しておりますので、その後、保険が変更になられた方に ついては、
　 異なる場合もありますので、ご了承願います。（その場合は、後日調整させて頂 くことになります）

　  ７５歳以上の皆さまへ７５歳以上の皆さまへ
平成２０年４月から平成２０年４月から
「後期高齢者医療制度」が始まります。「後期高齢者医療制度」が始まります。



住民課からのお知らせ

平成２０年４月からの保険証について

平成２０年３月まで

新しい保険証は、３月下旬にお手元に届きます。
　また、平成２０年４月２日以降に７５歳になられる方は、誕生日までにお手元に届きます。
　なお、現在老人保健制度で、減額認定証及び特定疾病受領証の交付を受けている方は、新しい
減額認定証及び特定疾病受領証が保険証に同封されます。

○  保険証が届いたら
　住所とお名前に間違いがないか必ず確認して下さい。
　保険証は無くさないように大切に保管して下さい。

○  負担割合について
　負担割合は保険証に記載されております。（毎年７月に所得判定を行います）
 
○  有効期限について
　原則、保険証は毎年８月１日が更新日となります。
　平成２０年４月から制度が始まるため、はじめに届く保険証の有効期限は平成２０年４月１日
から平成２０年７月３１日までとなっております。

　医療機関の上手な
受診と毎日の健康づ
くりで、後期高齢者
医療制度をみんなで
支えていきましょう。

石川県後期高齢者医療広域連合
Tel　076-223-0140（代表）
〒920-0968　石川県金沢市幸町12番１号　
石川県幸町庁舎５階

志賀町役場住民課　国保年金係
Tel　32-9121（直通）

➡

負担割合は

１割または３割で
今までと同じです

平成２０年4月から

《お問い合わせ先》



　○前納・口座振替をお勧めします。

　口座振替で前納すると、3,620円の割引！
　現金で1年分を前納すると、3,070円の割引！
　口座振替の早割を利用すると毎月50円のお得（年間600円）

学生納付特例制度を受けている短大・大学生・専修・専門学校生の皆さん

学生納付特例は３月末までです。 ４月には再申請が必要です。
対象者：短大・大学・各種専修・専門学校生の方で、引き続き同一の学校に在学し平成20年度も学生納付
　　　　特例を受けようとするときは、再度申請をおこなってください。

学生納付特例は、免除ではありません。猶予です！猶予です！

○猶予された期間について納付を希望される場合は追納の申し出が必要です。
　学生納付特例を受けた期間は、年金の受給資格期間に算入されますが、年金額には反映されません。
　そこで、１０年以内であれば本人の申出により猶予された月の保険料を納付することができます（ただし３
年度目以降に追納する場合には経過期間に応じて加算額がかかります）。
　なお、追納される場合は先に経過した月から順に納めなければなりませんのでご注意ください。
　　（例）・平成１８年度の学生納付特例承認期間について、平成２１年３月末までに追納する場合は加算額は
　　　　　かかりません。
　　　   ・平成１７年９月の学生納付期間の追納期限は平成２７年９月末となります。
　　　　　　（最終納付期限は１０年目にあたる月の末日です。）

受給資格期間が足りない！受給資格期間が足りない！
そんなときは「任意加入」
６０歳に達しても年金受給資格期間に満たない方は、年金受給権を確保するために７０歳まで、任意加
入することができます。（ただし、昭和４０年４月１日以前生まれの人です。）
国民年金保険料未納期間や免除期間のある方は、６５歳まで任意加入することにより、満額の年金額に
近づけることもできます。

口座振替のお申し込み方法

○各金融機関の窓口、または社会保険事務所で受付けています。
○お申し込みには基礎年金番号の記入が必要です。
　年金手帳や納付書であらかじめ確認ください、通帳、金融機関届出印鑑をご持参ください。

　　◆手続き・お問い合せは
　　　七尾社会保険事務所　0767-53-6511　　志賀町役場国保年金係　32-9121（直通）

平成 20 年 4月分から
保険料改定

月額14,410円
年間納付額
172,920 円

住民課からのお知らせ



▶廃車・名義変更手続きを忘れていませんか廃車・名義変更手続きを忘れていませんか

税務課からのお知らせ

　所有している原付バイクや小型特殊自動車（トラクターなど）が破損・盗難などで使用不能となっ
ている場合、又は売却・譲渡により実際の所有者が異なっている場合は役場税務課窓口で廃車・名義
変更手続きを行ってください。  
　なお、平成20年 3月 31日までに届出がない場合は、平成20年度軽自動車税の課税対象とな
りますのでご注意ください。  
　また、盗難・紛失等によりナンバーが無い場合でも廃車手続きは可能です。

車両種別 届出（問い合わせ）場所 届出に必要なもの

・原付バイク　（125cc以下）

 
・小型特殊自動車
　　　・トラクター
　　　・トレーラー付耕運機
　　　・コンバイン　

    
・志賀町役場　税務課 　 
　　電話：32-1111  
  
   　 

○廃車の場合
　・印鑑（所有者および使用者）
　・車両ナンバー

○名義変更の場合 　　 
　・印鑑（新、旧の所有者及び使用者）

・二輪バイク　（125cc超える） 
【中部運輸局 石川陸運支局】  
　所在地：金沢市入江3-153 
　電　話：076-291-0531 

左記へ問い合わせください

・軽自動車四輪　　・乗用　　　　　　　　　・貨物用

【軽自動車検査協会 石川事務所】 
　所在地：金沢市新保本4-65-8
　電　話：076-269-4747 

左記へ問い合わせください

(                                   )

(               )

　確定申告や町県民税申告をする必要のある方が期限内に申告・納税をしな
かった場合、後で不足の税金を納めていただくだけでなく、加算税や延滞税
（延滞金）も納めていただく場合がありますのでご注意ください。

　申告納税期限　　所得税及び町県民税（申告のみ）⇒　平成２０年３月１７日（月）

　　　　　　　　　消費税及び地方消費税　　　　　⇒　平成２０年３月３１日（月）

　平成１９年分の課税売上高が１，０００万円を超える方は、平成２１年分の消費税の課税事
業者となりますので、所轄税務署へ届出書を提出していただく必要があります。
　詳しくは、七尾税務署（　0767-52-3381）までお問い合わせください。

▶

▶ 申告・納税は期限内に行ってください !申告・納税は期限内に行ってください !▶

▶ 事業者への消費税に関するお知らせ事業者への消費税に関するお知らせ▶



ケーブルテレビ

ＩＣＴで快適・便利・安心・安全なくらしへ

ケーブルテレビ　　

志賀町ＣＡＴＶ整備事業
最新情報、まちのホットな情報をお届けします

　志賀町では現代の情報化社会への対応、また国（総務省）が進めるユビキタスネット
社会の実現を図るため、町内全域にＣＡＴＶ網を敷設し、情報通信基盤整備を推進します。

2008.3　NO.9

　志賀町ケーブルテレビ (本 ) 加入申込みの受付を開始します。
　今月中に『志賀町ケーブルテレビ関係書類』（緑色の封筒）を配布します。有料コース・無料コースを問わず、ケー
ブルテレビに加入される方は、必ず (本 ) 申込みをお願いします。
　サービス内容をご確認のうえ、『志賀町ケーブルテレビネットワーク加入申込書』を記入し、返信用封筒にて郵送、
または本庁・支所総合窓口まで提出をお願いします。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

平成19年分申告相談会に合わせて、次のとおりケーブルテレビ加入申込みの受付および加入相談会を開催します。
(仮 ) 加入申込み・(本 ) 加入申込みの受付や加入に関する疑問・質問をお受けしますので、お気軽にお越しください。

　　☆ 日　時　　３月   ９日（日）　 午前９時～午後５時
　　　　　　　　 ３月１６日（日）　 午前９時～午後５時

　　☆ 場　所　　志賀町役場　大会議室前ロビー　および　富来活性化センター　大ホール前ロビー

　　☆ お持ちいただく物　　(本 ) 加入申込みをされる場合は、志賀町ケーブルテレビ関係書類（緑色の封筒）・
　　　　　　　　　　　 　　通帳印・口座番号が確認できるものが必要となります

　(仮 ) 加入申込みをしていただいた１期エリアの世帯から、順次、引込工事・宅内工事を開始します。
引込工事・宅内工事は、全て町指定の業者が行います。
　事前にお知らせのうえ、訪問しますのでご協力をお願いします。

※指定業者には、指定名札（認定証）の装着を義務付けています。

　指定業者は、町指定の工事（無料分）を行います。
　ご家庭により分配器交換など有料分が発生する場合は、事前同意を得て
施工します。
　指定名札（認定証）を確認し、悪質商法・便乗商法には十分にご注意く
ださい。

　

　　町内各地域において、光ファイバーケーブルを設置する伝送路工事を行います。
　　皆さまにはご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。



CATV

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

区　　分 料金（税込み）

通信サービスのみ　　　 21,000円

放送サービスのみ　　　 21,000円

両サービスとも同時加入 31,500円

※プラス宅内工事費　　　　　　　　　　　　　　　

◆ 追加料金【 別 表 】

　( 仮 ) 加入申込みを受付後、皆さんのお宅へ引込
工事・宅内工事に伺います。提出がない場合は、工
事をすることができません。
　まだ提出されていない方は、利用開始が遅くなる
ことがありますので、早急に提出をお願いします。

※「世帯」とは、住民登録上の世帯です。

　志賀町ケーブルテレビの加入負担金は、住民登録がある世帯で、【１建物・１世帯 ⇒１個口接続】が無料となります。
　複数口の接続を希望される方は、申請していただき、審査のうえ施工することとなります。条件等により施工できな
い場合もありますので、ご了承ください。
　なお、テレビ有料プランの複数台割引、インターネットとのセット割引は、１個口単位で適用されます。

　※ 企業間の大容量データ転送サービスの利用はできません。
　※ 追加接続の場合、幹線からドロップケーブルで引込みできない場合は、別途料金が発生します。
　※ ＩＰ音声告知端末のみの追加はできません。



　住宅屋根・外壁工事のワタナベ建材（横浜市）が能登
中核工業団地に進出することになり、１月２１日（月）
渡辺稔社長らが県庁を訪れ、谷本知事に進出を表明しま
した。能登工場では外壁材のセメントボード（ワンダー
ボード）を製造し、１０人程度が地元から採用されます。
投資額は９億円。今年の４月に着工し、来年６月の操業
開始を予定しています。
　渡辺社長は「ワンダーボードは曲面につなぎ目なしで
施行でき、耐火性、耐震性に優れた製品」と紹介しまし
た。同製品は将来、金沢港から台湾への輸出も検討され
ています。進出表明には細川町長やワンダーボードを開
発した米国・モデュラー社のグレッグ・ディンクル社長
が同行しました。

　志賀町高校教育活性化検討委員会委員長の泉保治
さんが２月１日（金）に役場を訪れ、細川町長に答
申書を手渡しました。答申書では、高浜、富来両校
の統合後の校名を「志賀高校」とすることや新設校
の位置を現在の高浜高校とし、学級編成を普通科３
学級、総合学科１学級とすることなどが提案されま
した。
　今後、町では答申をもとに県教育委員会と協議し
ていきます。

校名は「志賀高校」に

震災後　初の工場進出‼ 

　１月２６日（土）に１００歳を迎えられた室坂つ
やさん（舘開）と、２月１８日（月）に１００歳を
迎えられた谷内シケさん（町）に、細川町長からお
祝い金１０万円と祝い状が贈られました。
　このお祝い金は１００歳の長寿者に敬老の意を表
するため贈られます。
　　これからもお元気で長生きしてください。

100歳おめでとうございます。 



　２月１０日（日）に埼玉県で行われたユニホックの全
国大会で富来ユニホック教室チームが見事優勝し、メン
バー１２人が、１４日（木）役場を訪れ青山教育長へ喜
びの報告をしました。
　主将の日爪亨輔君（富来小６年）が「家族や地域のみ
なさんのおかげで優勝できました」と話し、教育長は「み
なさんいい色のメダルをしていますね。とても嬉しいで
す。これを励みにこれからもさまざまなことに頑張って
ください」と祝福しました。
　決勝戦では延長戦に突入しましたが１－０で勝利し、
４度目の全国制覇を果たしました。

　２月７日（木）に志賀町文化ホールで立志式が行わ
れ、志賀中、富来中の２年生、２１５人が大人への決
意を新たにしました。
　式では、細川町長の式辞、林議長の祝辞に続いて、
青山教育長が「みなさんはこれから、どのような人間
になりたいのか、どのような仕事をしたいのかなど、
人生の方向を定めていかなければなりません。夢実現
のため、一歩一歩努力を積み重ねていってください」
と激励の言葉を述べた後、池田祐樹君（志賀中）と斉
田愛美さん（富来中）が作文を発表しました。
　その後、生徒達は２０歳の自分に宛てた手紙をタイ
ムカプセルに入れました。

　２月２１日（木）、いこいの村能登半島で志賀町区
長会定例総会が開かれ、会長に本多達郎さん（赤崎）、
副会長に田中正嗣さん（舘）、大矢外史男さん（富来
七海）、会計に河副治幸さん（安津見）が選ばれました。
　総会では、平成１９年度の事業報告、収支決算、
平成２０年度の事業計画、収支予算などが審議され、
原案どおり可決されました。
　その他の役員は次の皆さんです。

町区長会会長に本多さん

◇理事　下池新悟（高浜９区）、加藤　功（高浜７区）、浦　喜與司（東旭区）、浜田寿幸（上野）、長田金
　　　　二（町）、藤井芳信（梨谷小山）、大家　勇（米町）、藤田昭一（舘開）、福田松平（印内）、青
　　　　山幸一（福野）、松下忠善（福浦港）、高島義則（草木）、清水敏秀（富来地頭町）、数馬和男（和
　　　　田）、堀辺武雄（里本江）、根　歳明（大福寺）、坂本克夫（西海風無）
◇監事　石田克志（大島）、鋪村一男（楚和・灯）

富来ユニホック 全国大会２年ぶり優勝

将来の将来の決意を新たに未来へはばたけ !!



国民健康保険税の納期は

月 日（月）までです。
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光
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無
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無
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。
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ン
タ
ー

七
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法
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相
談
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タ
ー

全国的に、本人の知らない間に戸籍、住民
票の悪用を目的とした虚偽（うそ、いつわり）
の届出を第三者が行うという事件が相次ぎ、
社会問題となっています。
当町でも虚偽の届出及び各種証明書の交付
等を防止するため、本人確認をさせていただ
いております。
役場窓口へいらっしゃるときは、必ず印鑑
と運転免許証か健康保険証など、公的身分証
明書をお持ちください。

全国的に、本人の知らない間に戸籍、住民
票の悪用を目的とした虚偽（うそ、いつわり）
の届出を第三者が行うという事件が相次ぎ、
社会問題となっています。
当町でも虚偽の届出及び各種証明書の交付
等を防止するため、本人確認をさせていただ
いております。
役場窓口へいらっしゃるときは、必ず印鑑
と運転免許証か健康保険証など、公的身分証
明書をお持ちください。

窓窓口口ででのの本本人人確確認認ににごご協協力力をを窓口での本人確認にご協力を
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ミ
ア
ム
協
力
店
か
ら
、
割
引
な
ど

の
特
典
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

志
賀
町
内
や
近
隣
市
町
で
も
利
用

で
き
る
店
舗
が
増
え
て
い
ま
す
。
毎

月

日
限
定
の
制
度
で
す
が
、
ぜ
ひ

利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

詳
し
く
は
、

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

子
育
て
に
や
さ
し
い
企
業
推
進
協
議
会

チ
ャ
イ
ル
ド
・
プ
レ
ミ
ア
ム

事
業
を
ご
存
知
で
す
か
？

チ
ャ
イ
ル
ド
・
プ
レ
ミ
ア
ム

事
業
を
ご
存
知
で
す
か
？

行
い
ま
す
。

保
守
点
検
期
間
中
は
、
全
館
臨
時

休
館
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

対

象

志
賀
町
在
住
の

歳
か

ら

歳
ま
で
の
男
女

定

員

人

参
加
費

無
料

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、タ
オ
ル（
て
ふ
き
）

講

師

室
谷
加
代
子

申
し
込
み
締
切

月

日（
金
）

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
ま
す
）

お
問
合
せ
先

志
賀
町
青
年
団
協
議
会
事
務
局

小
谷
内（
こ
や
ち
）

定

員

人

参
加
費

円

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、箸

講

師

室
谷

加
代
子

と

き

月

日
（
土
）

午
前

時

定

員

人

参
加
費

円

持
ち
物

の
布

枚
、

裁
縫
道
具

講

師

原
田

洋
子

申
込
先

ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い

古
着
の
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

登
録
ヘ
ル
パ
ー
募
集

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

登
録
ヘ
ル
パ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

職

種

訪
問
介
護
員

人

員

若
干
名

勤
務
場
所

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

富
来
支
所

資

格

介
護
福
祉
士
の
資
格
を

有
す
る
者
若
し
く
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
養
成
研
修

級
課
程
修
了
者

申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

（
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
支
所
に
て
交
付
）

お
申
込
・
お
問
合
せ

羽
咋
郡
志
賀
町
高
浜
町
カ
の

番
地

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

内

容

ス
ー
パ
ー
等
で
買
い

物
を
し
な
が
ら
、
食
品
表
示
状
況

平平
成成

年年
度度

平
成

年
度

石石
川川
県県
食食
品品
表表
示示
モモ
ニニ
タタ
ーー
募募
集集

石
川
県
食
品
表
示
モ
ニ
タ
ー
募
集

つ
ち
だ
様
よ
り
、
バ
ザ
ー

収
益
金
の
一
部
を
福
祉
向
上
に
と

万
円 （

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

福福
祉祉
のの
向向
上上
にに
心心
温温
まま
るる
ごご
芳芳
志志

福
祉
の
向
上
に
心
温
ま
る
ご
芳
志

をを
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

を
モ
ニ
タ
ー
し
、
定
期
的
に
報
告

し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数

名

モ
ニ
タ
ー
期
間

平
成

年

月

日

平
成

年

月

日

応
募
資
格

県
内
に
在
住
の
満

歳（
平
成

年

月

日
現
在
）以

上
の
方
で

月
に
実
施
す
る
研
修

会
に
参
加
可
能
な
方

応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
、

、

又
は

に
て
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
、
送
付

い
た
し
ま
す
の
で
応
募
先
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
応
募
フ

ォ
ー
ム
か
ら
も
応
募
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

応
募
締
切

月

日（
月
）
必
着

選
考
結
果

月
上
旬
に
通
知

応
募
先

石
川
県
金
沢
市
鞍
月

丁
目

番
地

石
川
県
農
林
水
産
部
農
業
安
全
課

消
費
者
対
策
グ
ル
ー
プ



平成 年度のスポーツ安全保険の加入受付が 月 日より始まります。
この保険は、アマチュアのスポーツ・文化・ボランティア活動等を行う 名以上の団体を対象として、経路往復中も
含めた団体活動中の傷害事故や賠償責任を負う事故の補償をするものです。
また、急性心不全等の突然死に対して見舞金をお支払いして、団体員が安心して活動できるようにするためにつくら

れた、営利を目的としない互助共済的な補償制度です。

【対象となる事故】 団体活動中の事故、経路往復中の事故
【受 付 期 間】 平成 年 月 日から平成 年 月 日まで
【保 険 期 間】 平成 年 月 日から平成 年 月 日まで

（ 月 日以降の申込みは、掛金振込日の翌日から有効）
【お 問 合 せ 先】 財団法人スポーツ安全協会石川支部

または、生涯学習課スポーツ振興室 まで

スポーツ保険入入っってていいまますすかか？？入っていますか？

【加入区分・掛金・補償額】

団
体 対 象 区分 掛金

（ 人年額）

傷 害 保 険
賠償責任保険
（支払限度額）

共済見舞金
（急性心不全、
脳出血等に
よる突然死）

死亡 後遺障害
（最高）

入院
（日額）

通院
（日額）

子
ど
も
の
団
体

・中学生以下の子ども
・スポーツ活動を行わない大人 円 万円 万円 円 円 大人の団体と同補償

万円

・中学生以下の子ども子ども
（下段は、個人活動中の事故
の場合の補償額）

円
万円 万円 円 円

大人の団体補償に身体、財
物賠償補償合算で 事故
万円を加算

万円 万円 円 円 身体、財物賠償合算で 事
故 万円（免責 円） 対象外

・子どもの団体で、子どもの指導・
支援として一緒にスポーツ活動
を行う大人

円 万円 万円 円 円
大人の団体と同補償

万円

円 万円 万円 円 円

大
人
の
団
体

・大人の文化活動、ボランティア
活動、地域活動（スポーツの指導、
審判、ダンス、踊り等を除く）

円 万円 万円 円 円
身体賠償

人 億円
事故 億円

（免責 円）

財物賠償
事故 万円

（免責 円）

・老人クラブなど（ 歳以上） 円 万円 万円 円 円

・大人のスポーツ活動
（野外活動、身体運動を含む） 円 万円 万円 円 円

・危険度の高いスポーツ活動
（アメリカンフットボール、山岳登はん等） 円 万円 万円 円 円

団
体 対 象 区分 掛金

（ 人年額）

傷 害 保 険
賠償責任保険
（支払限度額）

共済見舞金
（急性心不全、
脳出血等に
よる突然死）

） 死亡 後遺障害
（最高）

入院
（日額）

通院
（日額）

子
ど
も
の
団
体

・中学生以下の子ども
・スポーツ活動を行わない大人

・中学生以下の子ども子ども
（下段は、個人活動中の事故
の場合の補償額）

・子どもの団体で、子どもの指導・
支援として一緒にスポーツ活動
を行う大人

大
人
の
団
体

・大人の文化活動、ボランティア
活動、地域活動（スポーツの指導、
審判、ダンス、踊り等を除く）

・老人クラブなど（ 歳以上）

・大人のスポーツ活動
（野外活動、身体運動を含む）

・危険度の高いスポーツ活動
（アメリカンフットボール、山岳登はん等）

しか農業振興協議会

個々の農家では対応できない諸課題に取り組み、地域農
業を支え、農村を守り、農業振興に寄与することを目的と
した組織。

志賀町の中核農家登録制度登録農家
集落営農の構成員
個人会員の家族及び法人会員の社員
担い手として意欲を持つ人で、会の趣旨に賛同する方

いずれかに該当される方ならばどなたもご入会いただけ
ます。（年会費 円）

家族 名以上なら年会費は 円となります。
ただし、新規会員（現在の個人会員の家族を除く）は初

年度のみ登録料として別途 円が必要となります。

《活動内容》
町内外視察研修（各 回）
県行事参加（知事との農政現地懇談会、羽咋郡市合同
視察研修、営農大学等）

志賀町みどり会

志賀町農業の振興と農業経営の改善を図ることを目的と
した組織。
会の趣旨に賛同し、自ら農業を営む方または農業に従事
する方ならどなたもご入会いただけます。（年会費 円）

《活動内容》
広報 みどり 隔月発行
町内外視察研修（各 回）

しか農業振興協議会協議会、志賀町みどり会には年
回、合同の研修会があります。この機会に、農業の
専門家（農林事務所、 等）と気軽に意見交換し、
情報を得ることができます。
研修には町内の会員が多数参加しますので、会員同

士の交流も盛んになります。

お申込みは、農林水産課またはお近くの農協にて受付します。

新新規規会会員員をを募募集集ししまますす！！新規会員を募集します！

平成 年 月 日から志賀・富来の中核農家連絡協議会が合併し、新たに しか農業推進協議会 となりました。



月 日から 日の 日間にわたり
県下では春の火災予防運動が実施されます。
火災には注意しましょう。

設置場所と警報器について
．常に寝室として使用している居室
．寝室が 階にあれば 階の階段にも
．居室（概ね 畳）が 室以上ある階（寝室がない階）の廊下など
．設置義務はありませんが台所や仏間など、裸火を取扱うような場所
にも設置するとより安心です。

羽咋郡市の火災予防条例では、平成 年 月 日から設置
が義務づけられています。

．消防職員を装って販売する。
．条例の内容を偽って販売する。
．不当に高い価格で販売する。

羽咋郡市の火災予防条例では、平成 年 月 日から設置
が義務づけられています。

．消防職員を装って販売する。
．条例の内容を偽って販売する。
．不当に高い価格で販売する。

【悪質な訪問販売には十分注意して下さい。】

消防署では、商品などの販売は一切行っていません。

住宅用火災警報器を設置しましょう！

全国の火災

死亡原因の 割が逃げ遅れ死者の 割は高齢者

もうつけた？
住宅用火災

警報器

問い合わせ先
志賀消防署
富 来 分 署

志賀町奨学資金貸付のご案内
町では、志賀町民で経済的理由により高等学校・大学等への修学が
困難な方に対し、奨学資金の貸付けを行っています。

対 象 者 次の要件をすべて満たしている方です。
平成 年 月に高等学校、大学等（専修学校は修業年限が 年以上の専
門課程）に入学する方。又は、在学中の方。
申請者及び保護者が 年以上町内に在住の方。
保護者（またはそれに代わる方）の平成 年中の総所得金額が 万円
以下の方。（大学修学生が 人以上になる場合は 万円以下。）
在学する（新 年生の場合は卒業した）学校の長または学部長の推薦を経た方。

月下旬に選考委員会の選考を経て決定し、 月分からの貸付開始となります。
貸付月額（貸付は無利子） 高校・高専 ， 円 大学・専修学校（国公立） ， 円 （私立） ， 円
提出書類 （申請用紙は役場 階 教育委員会学校教育課又は富来支所総合窓口係で交付します。）

奨学資金貸付申請書
申請者、保護者の世帯全員の住民票（本籍等省略していないもの）
学校の長または学部長の推薦調書及び成績証明書
作文 タイトル 今、学びたいことと自分の将来について
申請者本人の ヶ月以内の上半身写真（タテ ヨコ ）
保護者（またはそれに代わる方）の平成 年度納税証明書
保護者（またはそれに代わる方）の平成 年度町県民税（所得・課税）証明書

書類提出期限 月 日（水）必着

お申し込み・お問い合わせ先 志賀町教育委員会学校教育課 奨学資金係 （直通）お申し込み・お問い合わせ先 志賀町教育委員会学校教育課 奨学資金係 （直通）



ココガヨイ

こどもこころの電話

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も

が
学

べ
る
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

町
で
は
グ
ル
ー
プ
教
室
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
は

教
室
で
約

人
が
学

び
ま
し
た
。
閉
講
式
で
は
、
皆
勤
賞
、
精
勤
賞

が
授
与
さ
れ
受
講
生
の
努
力
を
讃
え
ま
す
。

日
時

月

日
（
火
）

午
後

時

分

場
所

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

内
容

皆
勤
賞
、
精
勤
賞
の
表
彰
式
、

各
教
室
の
活
動
発
表

（
富
来
教
室
）

日
時

月

日
（
火
）

午
後

時

分

場
所

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

内
容

皆
勤
賞
、
精
勤
賞
の
表
彰
式
、

各
教
室
の
活
動
発
表

お
知
ら
せ

年
度
に
お
い
て
も
新
た
な
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。
講
座
の
種
類
な
ど
募
集
要
項
は

月

号
広
報
と
同
時
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

下
さ
い
。

日
時

月

日
（
火
）

午
後

時

分

場
所

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

内
容

皆
勤
賞
、
精
勤
賞
の
表
彰
式
、

各
教
室
の
活
動
発
表

（
志
賀
教
室
）

二
月
十
七
日
（
日
）、
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
今
年
度
の
人
権
講
演
会

カ
ズ
ン
の

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
時
折
激
し
い
雪
の
降
る
生
憎
の
天
候

で
し
た
が
、
町
内
外
か
ら
三
百
人
を
超
え
る
方
々

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
に
は
遠
く
埼
玉

県
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

昨
年
の
能
登
半
島
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け

た
町
民
の
た
め
、
曲
目
に

能
登
半
島

を
加
え
、

ま
た
、
本
町
特
産
の
こ
ろ
柿
や
大
島
海
岸
の
名
前

を
替
え
唄
に
盛
り
込
む
な
ど
、
カ
ズ
ン
の
お
二
人

の
と
て
も
爽
や
か
な
歌
声
が
町
民
の
心
を
癒
し
て

く
れ
ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ
た
町
民
の
方
か
ら
は

本
当
に
い

い
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。

爽やかな歌声を披露するカズンの
漆戸啓さん（左）と古賀いずみさん

ググ
ルル
ーー
ププ
教教
室室
閉閉
講講
式式

グ
ル
ー
プ
教
室
閉
講
式



男
性
の
家
事
参
加
や
家
族
間
の
協
力
関
係
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
左
記
の
日
程
で
料
理
教
室
を
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
と
も
志
賀
町
男
女
共
同
参

画
推
進
員
の
方
々
が
参
加
者
の
募
集
や
教
室
の
準
備

を
行
い
、
同
じ
く
推
進
員
の
室
谷
加
代
子
さ
ん
が
講

師
を
務
め
ま
し
た
。

包
丁
を
持
つ
手
も
ぎ
こ
ち
な
い
お
と
う
さ
ん
や
お

子
さ
ん
も
、
お
か
あ
さ
ん
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
協

力
し
あ
っ
て

八
宝
菜
、
カ
ニ
ク
リ
ー
ム
コ
ロ
ッ

ケ
、
プ
リ
ン

な
ど
を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。

試
食
の
と
き
に
は
、
手
作
り
の
お
い
し
さ
を
味
わ

い
な
が
ら
、

ヨ
メ
さ
ん
の
大
変
さ
が
わ
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
後
片
付
け
を
手
伝
う
ね
。

な
ど
い

つ
も
家
事
を
す
る
お
か
あ
さ
ん
に
対
す
る
感
謝
の
言

葉
と
共
に
、
男
も
少
し
は
家
事
が
で
き
な
く
て
は
。

と
の
反
省
の
言
葉
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

志
賀
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
が

月
に
行
っ
た
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【 月 日 夫婦で料理】【 月 日 家族でクッキング】

月

日
（
月
）、
志
賀
町
陸
上
競
技
協

会
標
準
記
録
達
成
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
標

準
記
録
を
達
成
し
た

名
の
選
手
に
記
録
達

成
証
及
び
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
選
手
と
し
て
、

松
谷
浩
平
さ
ん
と
町
岡
絵
里
香
さ
ん
に「
藤

井
力
造
賞
」が
、
社
谷
内
達
也
君
に

室
矢

芳
隆
杯

（
小
中
学
生
対
象
）
が
そ
れ
ぞ
れ

贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
青
山
教
育
長
と
町
体
育
協
会
上
杉

副
会
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
受
賞
者
に
対
し
、

お
祝
い
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

﹇
標
準
記
録
達
成
者
﹈

﹇
小
学
生
の
部
﹈

角
野
生
歩
、
清
水
力
也
、
加
藤
啓
介
、
泉

候
成
、
村
山
沙
希
、
大
家

彩（
ボ
ー
ル
投
）、

前
田
将
生
、
政
岡
ア
キ
ラ（
走
高
跳
）、新

谷
華
梨
、今
川
七
海
、安
中
友
茂（
走
幅
跳
）、

泉

明
宏
（

・

）、
山
本
敦
也
（

）、村
中
健
哉（

）

﹇
中
学
生
の
部
﹈

金
谷
ゆ
か
り
、
木
村
佳
奈
恵（

）、谷

澤
麻
衣
、
社
谷
内
達
也
（
走
高
跳
）、
西

綾
香（

）、池
田
祐
樹（

、

種

競
技
）、稲
岡
裕
也（
円
盤
投
）、辻

建
吾

（

）、山
本
和
輝（
砲
丸
投
、
円
盤
投
）、

西
川
和
孝
、
前
田
世
界
、
泉

貴
人
、
田

渕
項
介（
志
賀
中

リ
レ
ー
）、大
家
航
輝
、

礒

光
輝
、
山
本
大
貴（
富
来
中

リ
レ
ー
）、

村
中
俊
哉（

・

、
富
来
中

リ
レ
ー
）

﹇
高
等
学
校
の
部
﹈

山
本
真
央（
走
幅
跳
）、牧
出

光（

・

、

リ
レ
ー
）、
高
橋
幸
恵
、
中
島
啓
吾（
や
り

投
）、内
田
晴
大（
ハ
ン
マ
ー
投
）、岩
本
隆

明（
走
幅
跳
、
走
高
跳
）、片
山
達
郎（
円
盤

投
）、松
谷
浩
平（

・

、

リ
レ
ー
、

走
幅
跳
、

種
競
技
）
中
村
和
暉
（

、

リ
レ
ー
）、四
ッ
分
伸
也（

・

）、

大
石
巧
光（
競
歩
）、村
木
慎
也（
駅
伝
）

﹇
一
般
の
部
﹈

町
岡
絵
里
香
（
や
り
投
、
円
盤
投
）、

永
田

利
嗣
（
砲
丸
投
）

【表彰を受けられた皆さん】

紙
芝
居
の
内
容

旧
富
来
町
の
推
進
員
が
作
成
し
た
も

の
で
、
家
事
を
全
く
し
な
い
お
と
う
さ
ん
が
う
た
た
寝

を
し
て
い
る
と
、
家
事
の
す
べ
て
を
行
っ
て
い
た
お
母

さ
ん
が
入
院
し
、
家
中
が
て
ん
や
わ
ん
や
に
な
っ
た
と

い
う
夢
を
み
て
、
少
し
は
家
事
を
し
よ
う
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
お
は
な
し
で
す
。

紙
芝
居
の
内
容

日程 名 称 会 場

日 夫婦で料理 志賀町文化ホール

日 夫婦で楽しむ料理 富来活性化センター

日 家族でクッキング 志賀町文化ホール

日程 名 称 会 場

日

日

日

ま
た
、
試
食
の
後
に

は
、
男
女
共
同
参
画
紙

芝
居
も
行
い
ま
し
た
。



た
ま
さ
か
の
日
差
し
に
つ
ら
れ
笹
子
鳴
く

鍋
岡
美
智
子

美
し
く
燃
ゆ
る
ど
ん
ど
に
掌
を
か
ざ
す

坂
下

豊
子

寒
が
ら
す
媼
お
う
な

の
仕
草
眺
め
を
り土

田
エ
ミ
子

宮
詣
で
寺
を
詣
で
て
冬
ぬ
く
し

土
田

清
枝

時
々
の
余
震
に
お
び
え
春
寒
し

大
島

朋
子

幼
な
児
に
あ
か
ぎ
れ
の
手
を
労
は
ら
る

細
川
ふ
じ
子

本
音
か
な
平
身
低
頭
記
者
の
前

高
島

和
子

本
当
に
平
和
な
の
か
な
妻
の
顔

中
畑

良
則

い
じ
め
っ
子
見
て
も
出
来
な
い
平
手
打
ち

芝
山

照
子

老
い
の
坂
平
ら
な
道
も
ヨ
ッ
コ
イ
シ
ョ

川
上

富
子

春
雷
に
雪
の
下
か
ら
ふ
き
の
と
う遠

藤
美
朝
子

雪
の
中
掘
出
す
大
根
甘
い
味

木
村
よ
し
子

雪
吊
り
も
や
っ
と
絵
に
な
る
兼
六
園

坂
野
か
ほ
る

歳
の
笑
い
に
家
族
皆
覗
き

須
广
ひ
ろ
し

三
夫
婦
の
家
族
舵
取
る
母
が
い
る前

田

志
津

テ
キ
パ
キ
と
家
族
を
送
る
主
婦
の
朝

小
松

彰
一

ひ
も
す
が
ら
言
葉
な
く
し
て
過
ご
し
け
り

片
辺

か
た
へ

に
答
ふ
る
人
の
な
け
れ
ば

蕪
木

芳
子

七
人
の
曾
孫
ひ
ま
ご

の
あ
り
て
顧
み
る

わ
れ
来
し
方
の
遠
き
道
の
り

越
後

一
子

屋
根
雪
の
し
づ
る
る
音
か
か
そ
か
な
り

目
覚
め
て
又
も
友
の
死
思
ふ

安
中
加
奈
子

杖
の
穴
一
と
足
毎
に
残
り
居
て

雪
み
ち
帰
る
た
の
し
き
一
と
と
き龍

揖

澄
子

大
麦
の
追
肥
な
さ
ん
と
野
に
立
て
ば

山
裾
染
め
て
冬
の
虹
た
つ

坂
井
外
志
子

早
春
の
陽
だ
ま
り
を
背
に
骨
養
生

智

子

春
立
つ
や
出
番
な
か
り
し
マ
マ
ダ
ン
プ

村
田

浅
子

還
暦
を
む
か
え
る
我
に
春
の
音

ゆ
き
み

重
み
あ
る
家
を
後
に
し
病
身

や

み

に
つ
く

年
下
の
人
老
い
の
仲
間
に

細
川
み
さ
の

生
か
さ
れ
て
避
け
て
通
れ
ぬ
四
苦
の
み
ち

逝
き
し
弟
永
久
と

わ

に
別
れ
ぬ

又

栄

一
山
を
担
う
気
概
や
托
鉢
の

若
き
僧
の
目
凛り
ん

と
輝
く

川

崎

逝
き
人
の
諷
経
ふ
ぎ
ん

願
い
て
訪
ね
院

仰
ぎ
し
梵
鐘
馳
せ
し
幼
な
日

松
本
理
希
三

初
し
こ
が
電
話
で
話
す
凛り

々
し
さ
に

思
わ
ず
涙
拭
い
て
笑
う

千

里

蝋

梅

椿
田

純
三

小
雪
が
舞
う
黄
昏
時

マ
ー
ケ
ッ
ト
の

園
芸
コ
ー
ナ
ー

で

何
気
な
く
出
会
っ
た

満
月

と
云
う
蝋
梅

大
き
な
黒
い
ポ
ッ
ト
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て

寒
気
の
中
で
凛
と
し
て
花
弁
を
広
げ
て

幾
つ
か
の
莟
は
ま
る
で
幼
児
の
よ
う
に

零
れ
落
ち
そ
う

五
本
の
枝
も
五
つ
の
花
も
七
つ
の
莟
も

ま
る
で
一
体
の
命
の
如
く
輝
い
て

入
学
す
る
新
入
生
の
様
に

あ
の
娘
の
入
学
祝
い
に
し
よ
う

い
や
、
見
知
ら
ぬ
人
に
出
会
っ
た
記
念
に

立
ち
止
ま
っ
て
居
る
間
に

裏
ゲ
ー
ト
が
閉
じ
よ
う
と
し
て
い
る

翌
早
朝
、
薄
ら
積
も
っ
た
雪
の
地
中
に

メ
ジ
ロ
や
ツ
グ
ミ
な
ど
が
突
き
は
し
ま
い
か

無
碍
の
光
明
の
中
で

大
き
く
育
ち

如
月
の
頃
に
は
無
言
で
開
花
し
て
欲
し
い

今
は
幸
せ

山
田

欣
三

一

今
日
も
朝
か
ら
孫
を
背
に

な
り
振
り
な
ん
か
か
ま
わ
ず
に

み
だ
れ
た
髪
を
手
で
な
で
な
が
ら

我
が
子
三
人
育
て
た
と
き
と

節
も
文
句
も
全
く
同
じ

さ
さ
や
く
よ
う
に
子
守
唄
歌
っ
て
る

二

親
に
そ
む
い
て
二
十
才
の
春
に

俺
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
来
た

も
っ
と
違
っ
た
幸
せ
の
道

あ
っ
た
だ
ろ
う
に
辛
さ
を
重
ね

涙
流
し
た
日
数
も
多
い

苦
労
し
た
よ
な
淋
し
さ
に
泣
い
た
よ
な

三

苦
労
ば
か
り
の
無
口
な
お
前

よ
く
ぞ
辛
抱
我
慢
し
た

ね
ぎ
ら
う
言
葉
初
め
て
か
け
り
や

む
か
し
の
苦
労
悲
し
み
な
ん
か

神
代
川
か
ら
流
し
て
来
た
の

に
っ
こ
り
笑
い
だ
か
ら
今
幸
せ
よ

こ
ん
な
ご
夫
婦
も
あ
る
で
あ
ろ
う
と

想
像
し
て
書
き
ま
し
た
。

あ
の
顔
は
何
の
思
案
や
懐
手

須
广
と
み
子

水
子
地
蔵
赤
き
頭
巾
や
冬
の
滝

冨
地

重
内

節
分
や
偽
な
る
外
に
眞
は
内

森
下
い
わ
お

風
車
六
基
音
に
慣
れ
し
や
山
眠
る堀

綾
子

ま
だ
残
る
地
震

な

い

の
乱
れ
や
寒
椿

大
乗

春
風

雪
舞
ふ
を
見
て
を
り
雪
見
障
子
よ
り

小
島

史
子

足
取
ら
れ
冷
や
汗
が
出
た
雪
の
道田

畑

幸
子

介
護
士
の
ひ
た
い
の
汗
に
励
ま
さ
れ

能
登

秀
雄



　　○開催日・会場　：　平成２０年３月９日（日）　志賀町文化ホール
　　○受　　　　付　：　９：００～９：３０（各競技会場 [各室 ]前にて行います。）
　　○開会式（合同） ：　９：３０～　１階小ホール
　　○競  技  開  始　：　１０：００ 開始（各競技とも）
　　○閉会式（競技ごと）：　それぞれ各会場で行います。
　　○参　　加　　費　：　囲碁；１,０００円（昼食代込み）、将棋；大人１,０００円　小人500円（昼食代込み）
　　　　　　　　　　　              かるた；無料
　　○参  加  資  格　：　志賀町在住の方

囲碁の部

将棋の部

かるたの部

１．競技ルール
　　　日本棋院の規定に準じ、競技方法は以下のとおりとする。
　　①Ａクラス（４段以上）、Ｂクラス（２・３段）、Ｃクラス（初段、級位者）の３クラスで予選及び決勝を行う。
　　②段級差ハンディ１子の手合割とし、持碁は白勝ち、互先は６目半のコミ出しとする。
　　③対局時間（持ち時間）は４０分とする。（Ａクラスは対局時計使用）
２．順　位
　　　各クラス優勝、準優勝、第三位、敢闘賞とする。
３．その他
　　　志賀町囲碁協会が決定する。

１．競技ルール
　　　日本将棋連盟競技規則に準じ、総平手戦とする。
　　①予選：４人リーグ戦で行い、うち２名が2勝以上をし予選通過とする。
　　　　　　　・勝者は勝ち抜きトーナメントへ進出
　　　　　　　・敗者は二部として勝ち抜きトーナメントへ進出
　　②対局時間は30分切れ負け
２．順　位
　　　一部のみ優勝、準優勝、第三位×２
３．その他
　　　志賀町将棋愛好会が決定する。

１．競技ルール
　　　全日本かるた協会の規定に準じて行う。
　　　全競技男女混合で以下の３部門とする。
　　①第１部・・・一般の部
　　②第２部・・・小学生の部
　　③第３部・・・ばら取りの部
２．順　位
　　　各部とも優勝、準優勝、第三位×２
３．その他
　　　志賀町かるた協会が決定する。

　　　主催／志賀町文化協会　　
　　　主管／志賀町文化協会競技部会　　後援／志賀町教育委員会、北国新聞社

（ただし、第２部は敢闘賞あり、
　　　　  第３部は第三位×1）

　競技会場（１階　小ホール）

　競技会場（３階　３２研修室）

　競技会場（１階　和室 ｢芙蓉の間｣）



　本年も、下記の日程により狂犬病予防注射を実施することになりました。
狂犬病予防注射は法律により毎年１回受けることが義務付けられております
ので必ず受けて下さい。
　ただし、登録は新たに犬を飼われた場合に１回すればよいことになってい
ます。　注射当日は、新たに犬を飼われた方、又は未登録の犬を飼われてい
る方は、ハンコを持参下さい。既に登録されている方は郵送される案内ハガ
キを注射会場まで持参下さい。　　　　

犬の登録は生涯１回ですが、狂犬病予防注射は毎年必ず受けなければなりません。

平成２０年度　　　　　　平成２０年度　　　　　　
狂犬病予防注射のお知らせ狂犬病予防注射のお知らせ

注射の月日 注　射　会　場 注射の時間

４月６日
（日）

笹波・農協作業所前
西浦農協支所前
役場富来支所（車庫側） 

10：00 ～ 10：20
10：30 ～ 10：45
11：00 ～ 12：50

４月７日
（月）

熊野多目的集会所
日下田防火用水前
町居バス停留所前
旧熊野小プール側駐車場
福浦港漁協前
七海会館前
大福寺・農協作業所前
稲敷クラブ前
西増穂農協支所前

10：00 ～ 10：20
10：30 ～ 10：40
10：45 ～ 11：00
11：05 ～ 11：15
11：25 ～ 12：15
12：30 ～ 12：45
14：00 ～ 14：10
14：20 ～ 14：30
14：40 ～ 15：00

４月８日
（火）

旧稗造小学校登り口（富来側）
稗造農協支所前
富来川農協支所前
東増穂コミュニティセンター
西海活性化センター
赤崎・農協作業所前 

10：30 ～ 10：40
10：50 ～ 11：00
11：10 ～ 11：35
12：40 ～ 13：30
13：40 ～ 14：20
14：30 ～ 15：00

４月10日
（木）

土田公民館
仏木集会所前
上熊野公民館
志賀農協米町倉庫前
志賀町林業拠点ｾﾝﾀｰ前
末吉集会所前 　 

10：00 ～ 11：00
11：10 ～ 11：40
13：00 ～ 13：20
13：30 ～ 13：40
13：50 ～ 14：20
14：30 ～ 14：50

４月11日
（金）

 

出雲バス停前
志賀農協加茂支店前
矢駄集会所前
志賀農協下甘田支店前
志賀農協中甘田支店前
大島集会所前
甘田集会所前

９：40～９：50
10：00 ～ 10：15
10：20 ～ 10：35
10：45 ～ 11：15
11：25 ～ 11：45
13：00 ～ 13：20
13：30 ～ 13：50

４月13日
（日）

赤住公民館前
百浦集会所前
志賀農協志加浦支店前
志賀町役場裏車庫前 

10：00 ～ 10：20
10：40 ～ 11：00
11：20 ～ 11：50
13：00 ～ 15：00

新規登録及び注射料 注射のみ料金

 ６，０００円 ３，０００円

☆犬を飼っている方は、
　飼育マナーを
　　　　守ってください。

●犬のふんの後始末をしましょう！
　犬の散歩中のふんの始末をしないこと
で不快・迷惑から苦情が寄せられており
ます。何も持たずに犬と散歩に出かけて
いませんか？手ぶらで出るのはマナー違
反です。飼い犬のふんの始末は飼い主の
マナーです。

●放し飼いはしないで下さい。
   放されている犬は、付近の人の迷惑に
なります。散歩のときもきちんとつなぐ
ようにしましょう。

●絶対に捨てないで下さい。
  もし飼う事が出来なくなった時や、子
犬が生まれて困った時は保健所又は役場
生活安全課までご相談下さい

    
【お問い合わせ先】
石川県能登中部保健福祉センター
羽咋地域センター　　　　22-1170

志賀町役場生活安全課　　32-9321(直通 )

　◎平成２０年度　狂犬病予防注射日程 　◎登録及び注射料金



内 容 実 施 日 対 象 場所

ヵ月児 月 日（木） 平成 年 月生まれ 志

歳 ヵ月児 月 日（木） 平成 年
月生まれ 志

歳児 月 日（木） 平成 年 月生まれ 志

内 容 実 施 日 対 象 場所

【受付時間】乳乳幼幼児児健健康康診診査査乳幼児健康診査

内 容 実 施 日 時 間 場所

いきいき健康相談 毎週金曜日 志

こころの健康相談 月 日（金） 志

内 容 実 施 日 時 間 場所

【対象者】どなたでも健健 康康 相相 談談健 康 相 談

内 容 実 施 日 時 間 場所

リハビリ教室

毎週月曜日 と

毎週金曜日 志

内 容 実 施 日 時 間 場所

機機 能能 訓訓 練練機 能 訓 練

内 容 実 施 日 対 象 時 間 場所

すくすく
子育て相談

月 日（木）

乳幼児の
お子さんと
お母さん
どなたでも

志

月 日（木） 志

月 日（木） 志

げんキッズ広場 毎週火 金曜日 志

ゆう遊クラブ

月 日（火） 志

月 日（火） 富

プレママクラブ 月 日（火） 妊婦の方 富

内 容 実 施 日 対 象 時 間 場所

すすくくすすくく子子育育ててすくすく子育て

こころの健康相談は、 週間前までに予約が必要です。
希望される方は、保健福祉センターまでご連絡ください。

【対象者】脳卒中後遺症等で日常
生活が概ね自立している方

初めての方は、事前に保健福祉センターまでご相談ください。

内 容 実 施 日 対 象 場所

予防接種 月 日（木） カ月児健診受診後
生後 カ月未満 志

内 容 実 施 日 対 象 場所

【受付時間】
予予 防防 接接 種種予 防 接 種

予約が必要です。希望される方は、保健福祉センターまでご連絡下さい。



ハ
ウ
ル
の
お
話
宅
急
便

日
時

月

日（
水
）

午
後

時

分
か
ら

場
所

富
来
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

お
は
な
し
会

日
時

月

日（
水
）・

日（
水
）

午
後

時
か
ら

場
所

階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
会

日
時

月

日（
土
）・

日（
土
）

午
後

時
か
ら

場
所

階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

休館日のご案内

月

日 ・ 日 ・ 日
日 ・ 日

開館時間
平 日
土 日 祝

お問い合わせ

志賀町立図書館
志賀町立富来図書館

休館日のご案内

月

日 ・ 日 ・ 日
日 ・ 日

開館時間
平 日
土 日 祝

お問い合わせ

志賀町立図書館
志賀町立富来図書館

月月

志

お問い合わせ

新
着
・
お
す
す
め
の
本

武
田
信
玄
と
上
杉
謙
信ポポ

ププ
ララ
社社

ポ
プ
ラ
社

ぶぶ
つつ
かか
りり
合合
うう
宿宿
命命
のの
もも
とと
にに
生生

ぶ
つ
か
り
合
う
宿
命
の
も
と
に
生

まま
れれ
たた

人人
がが
ママ
ンン
ガガ
でで
わわ
かか
りり
やや

ま
れ
た

人
が
マ
ン
ガ
で
わ
か
り
や

すす
くく
描描
かか
れれ
てて
いい
まま
すす
。。
解解
説説
やや
豆豆

す
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
解
説
や
豆

知知
識識
、、
年年
表表
もも
収収
録録
。。
シシ
リリ
ーー
ズズ
のの

知
識
、
年
表
も
収
録
。
シ
リ
ー
ズ
の

ココ
ミミ
ッッ
クク
版版
日日
本本
のの
歴歴
史史

はは
他他

コ
ミ
ッ
ク
版
日
本
の
歴
史

は
他

にに
織織
田田
信信
長長
、、
豊豊
臣臣
秀秀
吉吉
、、
徳徳
川川
家家

に
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家

康康
、、
桶桶
狭狭
間間
のの
合合
戦戦
なな
どど
がが
ああ
りり
まま

康
、
桶
狭
間
の
合
戦
な
ど
が
あ
り
ま

すす
。。
児児
童童
向向
けけ
でで
すす
がが
大大
人人
でで
もも
楽楽

す
。
児
童
向
け
で
す
が
大
人
で
も
楽

しし
めめ
るる
シシ
リリ
ーー
ズズ
でで
すす

し
め
る
シ
リ
ー
ズ
で
す

月
に
蔵
書
点
検
を
し
た
結
果
、
以
下
の
本
が
迷
子
に
な
っ
て
い

ま
す
。
見
か
け
た
方
は
お
手
数
で
す
が
、
図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
か

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
（

時
間
受
付
）
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

迷迷
子子
のの
本本
をを
探探
しし
てて
いい
まま
すす

迷
子
の
本
を
探
し
て
い
ま
す

月 コース 場 所 ・ 時 間

日（水）
熊 野
福 浦

熊野多目的集会場
福浦郵便局前

日（火） 稗 造
東小室バス停
鵜野屋バス停

日（水） 保育所
ますほ保育園
とぎ保育園

日（木） はまなす園

日（金） 有縁の荘

日（火）
東増穂

八幡公民館
アイリス（老保）
ますほの里（特養）

志賀町デイサービスセンター

日（水） 西増穂

大福寺干場商店前
稲敷集会場
西増穂郵便局
はまなす園デイサービスセンター
とぎ地域福祉センター

日（火）
西 海
西 浦

前浜バス停前
笹波バス停
のぞみの里
赤崎作業場前
西海長畑商店前

日（水） 富 来
すみれ作業所
富来病院

月 コース 場 所 ・ 時 間

日（水）

日（火）

日（水）

日（木）

日（金）

日（火）

日（水）

日（火）

日（水）

主
な
迷
子
の
本

【
志
賀
町
立
図
書
館
】

気
づ
き

の
幸
せ木

村

藤
子

手
紙

東
野

圭
吾

こ
う
ち
ゃ
ん
の
簡
単
料
理
教
室

最
新
安
産
大
百
科

お
と
も
だ
ち

講
談
社

冊

韓
国
語
会
話
の
本

冊

お
し
ゃ
れ
工
房

年

月
号

【
志
賀
町
立
富
来
図
書
館
】

職
人

永

六
輔

灰
色
の
ピ
ー
タ
ー
パ
ン

石
田

衣
良

女
性
の
た
め
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ

池
田
書
店

ゆ
っ
く
り
で
い
い
ん
だ
よ

新
着
の
本

辻辻

信信
一一

辻

信
一

ひひ
まま
をを
持持
てて
余余
すす
のの
もも
困困
るる
しし
、、

ひ
ま
を
持
て
余
す
の
も
困
る
し
、

忙忙
しし
すす
ぎぎ
るる
のの
もも
困困
るる
。。
しし
かか
しし
どど

忙
し
す
ぎ
る
の
も
困
る
。
し
か
し
ど

ちち
らら
がが
よよ
りり
困困
るる
かか
とと
いい
ええ
ばば
、、
そそ

ち
ら
が
よ
り
困
る
か
と
い
え
ば
、
そ

れれ
はは

ひひ
まま
をを
持持
てて
余余
すす
ほほ
うう
だだ
、、

れ
は

ひ
ま
を
持
て
余
す
ほ
う
だ
、

なな
ぜぜ
だだ
ろろ
うう
。。
時時
間間
とと
うう
まま
くく
付付
きき

な
ぜ
だ
ろ
う
。
時
間
と
う
ま
く
付
き

合合
うう
方方
法法
をを
考考
ええ
るる
本本
。。

合
う
方
法
を
考
え
る
本
。

新新
世世
界界
よよ
りり

上上
・・
下下

新
世
界
よ
り

上
・
下貴貴

志志

祐祐
介介

貴
志

祐
介

ここ
ここ
ろろ
げげ
そそ
うう

畠畠
中中

恵恵

こ
こ
ろ
げ
そ
う

畠
中

恵

ララ
ッッ
トト
ママ
ンン

道道
尾尾

秀秀
介介

ラ
ッ
ト
マ
ン

道
尾

秀
介

相相
棒棒

五五
十十
嵐嵐
貴貴
久久

相
棒

五
十
嵐
貴
久

新新
・・
御御
宿宿
かか
わわ
せせ
みみ

新
・
御
宿
か
わ
せ
み

平平
岩岩

弓弓
枝枝

平
岩

弓
枝

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
の
か

ん
た
ん
お
菓
子

レ
シ
ピ

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

上
映
会

ス
ポ
ッ
ト

日
時

月

日
（
土
）
午
後

時

分
か
ら

場
所

階
・
視
聴
覚
室

大
の
犬
嫌
い
の
郵
便
配
達
員
ゴ
ー
ド

ン
は
、
毎
日
配
達
区
域
の
猛
犬
た
ち
と

バ
ト
ル
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
そ
ん
な

ゴ
ー
ド
ン
が

捜
査
犬
の
ス
ポ
ッ

ト
を
預
る
こ
と
に
。ハ
プ
ニ
ン
グ
続
出
の

大
爆
笑
コ
メ
デ
ィ
で
す
。お
楽
し
み
に

遺遺
しし
たた
いい
言言
葉葉

瀬瀬
戸戸
内内
寂寂
聴聴

遺
し
た
い
言
葉

瀬
戸
内
寂
聴

種種
をを
蒔蒔
くく
日日
々々

秋秋
山山
ちち
ええ
子子

種
を
蒔
く
日
々

秋
山
ち
え
子

東東
山山
魁魁
夷夷

別別
冊冊
太太
陽陽

平平
凡凡
社社

東
山
魁
夷

別
冊
太
陽

平
凡
社

医医
学学
のの
たた
まま
ごご

海海
堂堂

尊尊

医
学
の
た
ま
ご

海
堂

尊



志賀町児童館

　

な
わ
と
び
大
会
（
前
と
び
、
大
な

わ
と
び
）
を
行
い
ま
し
た
。
大
な
わ

と
び
で
は
１
チ
ー
ム
、
４
人
の
息
が

あ
わ
ず
四
苦
八
苦
。
集
中
力
、
気
力

で
何
度
も
ト
ラ
イ
し
、
最
高
75
回
も

と
び
続
け
た
の
は
圧
巻
。
前
と
び
で

も
５
分
も
と
び
続
け
、
勝
敗
が
つ
か

ず
二
重
と
び
対
決
と
な
り
ま
し
た
。

外
の
寒
さ
を
忘
れ
て
健
闘
し
ま
し

た
。

　

地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
生
の
演
奏

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
、
志
賀

中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
が
来
館
。

ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
「
と

な
り
の
ト
ト
ロ
」「
サ
ザ
エ
さ
ん
」

な
ど
馴
染
み
の
曲
を
披
露
。
児
童
は

一
緒
に
口
ず
さ
み
な
が
ら
演
奏
を
楽

　

１
月
26
日(

土)

、
日
本
の
遊
び

文
化
教
室
が
開
か
れ
「
リ
ボ
ン
フ
ラ

ワ
ー
」「
こ
ま
回
し
」「
い
ろ
は
カ
ル

タ
」
等
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
リ
ボ
ン

フ
ラ
ワ
ー
で
は
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
を

体
験
。
好
み
の
リ
ボ
ン
に
ペ
ッ
プ
、

花
弁
を
つ
け
「
リ
ボ
ン
の
形
が
思
う

よ
う
に
な
ら
ん
」
と
苦
労
し
な
が
ら

も
、
か
わ
い
い
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
ま
回
し
で
は
友
達
と
こ
ま
の
回

転
連
続
時
間
を
競
い
、「
三
段
こ
ま
」

「
サ
イ
コ
ロ
こ
ま
」
で
は
子
ど
も
た

　

１
月
27
日(

日)

、
オ
セ
ロ
大
会

を
行
い
ま
し
た
。
低
学
年
、
高
学
年

に
分
か
れ
て
熱
戦
と
交
流
を
楽
し
み

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
白
黒
の
石

を
ぎ
ゅ
っ
と
握
り
し
め
、
緊
張
し
て

対
戦
相
手
と
向
き
合
い
ま
す
。
高
学

年
は
北
谷
内
文
也
君
、
低
学
年
は
谷

内
山
楓
音
君
が
１
位
で
し
た
。

な
わ
と
び
大
会

志
賀
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
来
館

日
本
の
遊
び
文
化
教
室

★申し込み、お問い合わせは　　志賀町児童館まで　℡   32-1724

オ
セ
ロ
大
会

ち
が
先
生
に
な
り
活
躍
。
三
段
こ
ま

が
見
事
に
回
る
と
歓
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。

し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
等
の
楽
器
に
も

中
学
生
の
手
ほ
ど
き
で
挑
戦
。
慎

重
に
楽
器
に
触
れ
な
が
ら
「
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
の
音
が
で
た
」
と
大
喜
び
で

し
た
。

3月　2日（日）　お楽しみ会　　　  9：0０～

3月　8日（土）　工作 (ペーパークラフト )

　　　　　　　　　　　　　  　　  １3：3０～　

3月12日（水）　オカリナクラブ  １5：0０～

い
な
が
ら
も
、
友
達
と
料
理
を
楽
し

み
一
個
一
個
丁
寧
に
包
ん
で
い
き
ま

す
。
大
小
個
性
的
な
肉
ま
ん
が
40
個

ほ
ど
完
成
。
ふ
わ
ふ
わ
の
で
き
た
て

肉
ま
ん
に
身
も
心
も
あ
た
た
ま
り
ま

し
た
。

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

保
健
セ
ン
タ
ー
の
栄
養
士
さ
ん
の

ご
指
導
の
も
と
「
肉
ま
ん
作
り
」
を

体
験
し
ま
し
た
。
児
童
は
小
麦
粉

を
こ
ね
て
作
っ
た
生
地
に
肉
を
の

せ
「
肉
を
包
む
の
が
難
し
い
」
と
い



借借
地地
・・
借借
家家
をを
巡巡
るる
諸諸
問問
題題（（
そそ
のの

））

借
地
・
借
家
を
巡
る
諸
問
題（
そ
の

）

注
意
点
と
し
て
は
、

賃
貸
す
る
土
地
の
範
囲

を
明
確
に
す
る
こ
と

借
地
を
何
に
使
う
の
か
明

確
に
す
る
こ
と

い
く
ら
地
代
を
払
う
か
明
確
に

す
る
こ
と

期
間
を
明
確
に
す
る
こ
と

地
上
建

物
の
増
改
築
、
用
法
の
変
更
、
賃
借
権
の
譲
渡
・

転
貸
等
、
に
つ
い
て
各
制
限
の
規
定
を
明
確
に
す

る
こ
と

契
約
違
反
の
場
合
の
解
除
規
定
を
明
確

に
す
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
、
以

下
で
述
べ
る
よ
う
な
用
途
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
注
意
す
べ
き
点
が
あ
り
ま
す
。

農
地
の
場
合

農
地
の
賃
貸
借
に
つ
い
て
は
、
土
地
の
原
状
が

農
地
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
農
地
法
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
原
則
と
し
て
賃
借
す
る

場
合
は
、
農
業
委
員
会（
ま
た
は
都
道
府
県
知
事
）の

許
可
が
必
要
で
あ
り
、
賃
借
人
が
そ
の
土
地
を
耕

作
す
る
農
業
者
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し

て
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
い
で
行
な
っ
た
賃
貸
借

に
つ
い
て
は
効
力
が
生
じ
な
い
も
の
と
さ
れ
ま
す
。

宅
地
の
場
合

ア

建
物
を
建
て
る
こ
と
が
目
的
の
場
合

建
物
の
所
有
を
目
的
と
す
る
賃
貸
借
の
場
合
は
、

借
地
借
家
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。こ
こ
で
い
う

建

物

と
は
、
住
居
・
店
舗
等
で
登
記
可
能
な
建
築

物
を
い
い
ま
す
。

借
地
借
家
法
が
適
用
さ
れ
る
と
、（

）
賃
貸

借
期
間
の
制
限
（

）
契
約
更
新
時
に
お
け
る
法

定
更
新
制
度
の
適
用
（

）
借
地
条
件
変
更
・
増

改
築
許
可
・
譲
渡
転
貸
許
可
な
ど
に
お
い
て
地
主

土
地
の
賃
貸
借
契
約
で
ど
の
よ
う
な
点
を
注

意
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

の
許
可
が
得
ら
れ
な
い
場
合
の
裁
判
手
続
き
、
な

ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
に
反
す

る
合
意
を
当
事
者
間
で
行
な
っ
て
も
無
効
に
な
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
賃
借
人
の
立
場
が
極
め
て

強
く
、
そ
の
賃
貸
借
存
続
期
間
は
長
期
に
わ
た
る

も
の
と
な
り
ま
す
の
で
、
地
主
は
そ
の
こ
と
を
十

分
に
考
え
た
う
え
で
賃
貸
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

よ
く
、

土
地
を
人
に
貸
し
た
ら
、
二
度
と
戻
ら

な
い

な
ど
と
言
わ
れ
る
の
は
、
借
地
借
家
法
ま

た
は
旧
借
地
法
の
適
用
が
あ
る
か
ら
な
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
最
近
は
平
成

年

月

日
か
ら
施

行
さ
れ
た
借
地
借
家
法
に
よ
り
、
契
約
期
限
が
終

了
す
れ
ば
土
地
が
戻
っ
て
く
る
定
期
借
地
権
が
利

用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

イ

建
物
を
所
有
す
る
こ
と
が
目
的
で
な
い
場
合

駐
車
場
用
や
資
材
置
場
用
等
建
物
を
所
有
す
る

こ
と
が
目
的
で
な
い
場
合
は
、
借
地
借
家
法
で
は

な
く
、
一
般
法
で
あ
る
民
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
の

で
、
右
の
よ
う
な
地
主
へ
の
制
限
は
原
則
と
し
て

あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
地
主
・
賃
借
人
の

当
事
者
間
で
の
合
意
に
よ
っ
て
契
約
内
容
が
決
定

さ
れ
、
か
つ
、
そ
れ
が
有
効
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

ウ

土
地
を
一
時
使
用
す
る
場
合

建
物
を
所
有
す
る
こ
と
が
目
的
の
場
合
で
も
、

臨
時
の
設
備
な
ど
、
一
時
使
用
の
た
め
に
設
定
し

た
こ
と
が
明
ら
か
な
借
地
の
場
合
に
は
、
借
地
借

家
法
の
多
く
の
規
定
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
、
一
時
使
用
で
あ
る
か
否
か
は
、
当
事
者

に
と
っ
て
重
大
な
問
題
で
す
。
そ
こ
で
、
一
時
使

用
に
当
た
る
の
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
と
い
う
と
、

単
に
契
約
期
間
が
一
時
的
で
短
期
間
で
あ
れ
ば
よ

弁護士（元検事）
愛知学院大学法科大学院特任教授

國田 武二郎（堀松出身）

東京地検、横浜地検、名古屋地検、岡山地検、福井地検等で捜査・
公判検事として財政・経済事犯、公安・労働事犯、選挙事犯、暴力
事犯、風紀・麻薬事犯、外国人犯罪、少年犯罪、交通事犯等数多く
の事件を担当。また、高等検察庁検事として、若手検事の指導育成
にも当たる。平成 年 月、 年の検事生活を終え、愛知県弁護士
会に弁護士登録。あすなろ法律事務所という名称で法律事務所を開
設し、弁護士として活動。弁護士会では、刑事弁護委員会、民事暴
力対策委員会、被害者対策委員会、業務対策委員会に所属。
平成 年 月から愛知学院法科大学院特任教授に就任。その他愛
知県警察学校などで講師



借借
地地
・・
借借
家家
をを
巡巡
るる
諸諸
問問
題題（（
そそ
のの

））

建
物
所
有
が
目
的
の
場
合
は
借
地
借
家
法
ま
た

は
旧
借
地
法
の
規
定
に
よ
り
ま
す
。

旧
借
地
法
で
は
、
堅
固
な
建
物
（
石
造
、
土
造
、

煉
瓦
造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
）
に
つ
い
て
は

年
以
上
。
非
堅
固
な
建
物
（
木
造
建
物
）
に
つ

い
て
は

年
以
上
の
期
間
を
定
め
た
場
合
は
、
そ

れ
に
よ
り
ま
す
が
、
期
間
を
定
め
な
か
っ
た
場
合

や
、
定
め
は
あ
っ
て
も
上
記
の
期
間
未
満
の
場
合

は
、
堅
固
な
建
物
に
つ
い
て
は

年
、
非
堅
固
な

建
物
に
つ
い
て
は

年
が
借
地
期
間
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
借
地
借
家
法
の
施
行
後
は
、

建
物
の
堅
固
・
非
堅
固
に
か
か
わ
ら
ず
原
則
と
し

て

年
で
す
が
、
契
約
で
こ
れ
よ
り
長
い
期
間
に

で
き
ま
す
。
建
物
所
有
が
目
的
で
な
い
場
合
は

年
以
下
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
約
と
は
、賃
貸
借
契
約
の
本
質
的
な
要
素（
期

間
、地
代
、目
的
）
で
は
な
い
事
項
に
つ
い
て
、
当

事
者
間
で
付
帯
的
に
約
束
し
た
も
の
を
言
い
ま
す
。

無
断
増
改
築
を
禁
止
す
る
特
約

こ
の
特
約
が
な
い
場
合
に
は
、
賃
借
人
は
そ
の

所
有
す
る
建
物
に
つ
き
、
自
由
に
増
改
築
が
で
き

ま
す
。
増
改
築
さ
れ
る
と
、
建
物
の
寿
命
・
価
値

が
増
加
す
る
の
で
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
も
不
利
な

結
果
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
他
方
、
こ
の
特

約
に
反
し
て
賃
借
人
が
増
改
築
す
れ
ば
契
約
解
除

を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

無
断
譲
渡
・
転
貸
を
禁
止
す
る
特
約

こ
の
特
約
が
な
く
て
も
、
法
は
無
断
譲
渡
や
転

貸
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
的
な
意
味

し
か
持
ち
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
特
約
が

あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
無
断
譲
渡
や
転
貸
は
原
則

土
地
賃
貸
借
の
契
約
期
間
は
ど
の
よ
う
に
し

て
定
め
ら
れ
ま
す
か
。

借
地
契
約
の
特
約
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
か
。

い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
賃
貸
借
の
目
的
、
動
機
、

経
緯
、
契
約
内
容
な
ど
の
諸
事
情
か
ら
、
そ
の
契

約
が
短
期
間
に
か
ぎ
り
存
続
さ
せ
る
趣
旨
の
も
の

で
あ
る
と

客
観
的
・
合
理
的

に
判
断
さ
れ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
借
地
借
家
法
の
適
用
を
免
れ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
契
約
書
に

一
時
使
用
契

約

と
記
載
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
一
時
使
用
と

認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
時
使

用
の
借
地
で
あ
る

と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、

当
事
者
間
の
合
意
に
よ
る
契
約
内
容
に
従
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
一
時
使
用
の
典
型
例
と
し
て
は
、

一
定
期
間
だ
け
開
催
さ
れ
る
祭
典
や
興
行
、
展
示
、

展
覧
会
な
ど
の
た
め
の
借
地
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

地
代
を
払
わ
な
い
使
用
貸
借
の
場
合

地
主
が
賃
借
人
に
無
償
で
土
地
を
貸
す
場
合
で

す
か
ら
、
通
常
は
、
親
族
や
親
し
い
友
人
な
ど
何

ら
か
の
特
別
な
関
係
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
単
に
無
償
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
親
し
い
関
係
に
あ
る
た
め
か
契
約
内
容

が
あ
い
ま
い
な
こ
と
が
非
常
に
多
い
の
で
す
。
地

代
を
取
ら
な
い
場
合
は
、
借
地
借
家
法
は
適
用
さ

れ
ず
、
使
用
貸
借
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
場
合
で
も
、
土
地
の
使
用
に
関
す
る
最
低
限
の

必
要
事
項
、
た
と
え
ば
貸
借
の
終
了
時
期
や
使
用

目
的
な
ど
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
合
意
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
使
用

貸
借
の
場
合
は
、
返
還
時
期
ま
た
は
使
用
収
益
目

的
の
定
め
が
な
い
と
き
は
、
貸
主
は
い
つ
で
も
借

地
の
返
還
を
請
求
で
き
る
（
民
法

条

項
）と

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、賃
借
人（
借
主
）は
、い
つ
土

地
の
返
還
を
要
求
さ
れ
る
か
わ
か
ら
ず
、
き
わ
め

て
不
安
定
な
立
場
に
置
か
れ
る
か
ら
で
す
。
そ
し

て
、
結
局
、「
使
用
収
益
の
目
的
を
定
め
た
の
か
」

と
か「
返
還
時
期
を
定
め
た
の
か
」と
か
を
め
ぐ
っ

て
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
。

と
し
て
で
き
ま
せ
ん
。

無
催
告
解
除
の
特
約

賃
借
人
に
債
務
不
履
行（
契
約
違
反
）が
あ
る
た

め
、
地
主
が
契
約
を
解
除
す
る
の
が
原
則
で
す
。

無
催
告
解
除
の
特
約
は
前
も
っ
て
解
約
の
催
告
を

不
要
と
す
る
も
の
で
、
一
般
的
に
は
有
効
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
特
約
に
よ
る
解

除
の
効
力
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
地
主
と

賃
借
人
の
信
頼
関
係
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
と
い
う
観
点
か
ら
判
断
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の

特
約
に
し
た
が
っ
た
解
除
の
効
力
が
す
べ
て
認
め

ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
特
約

そ
の
も
の
は
有
効
で
も
、
そ
れ
に
よ
る
解
除
は
無

効
と
い
う
場
合
も
あ
り
う
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

更
新
は
請
求
し
な
い
旨
の
定
め

こ
れ
は
、

借
地
の
賃
貸
借
期
間
が
終
了
し
た

と
き
は
、
賃
借
人
は
地
主
に
土
地
を
返
還
す
る
も

の
と
し
、
更
新
の
請
求
は
し
な
い

と
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
特
約
は
、
借
地
借
家
法
ま
た
は
旧
借

地
法
で
認
め
た
更
新
請
求
権
の
規
定
に
反
す
る
も

の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
賃
借
人
に
不
利
な
条
項

は
無
効
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
定
期
借
地
契
約

を
結
ぶ
場
合
は
有
効
で
す
。

地
代
の
自
動
改
定
条
項

こ
れ
は
、
地
代
の
決
め
方（
改
定
方
法
）に
つ
い

て
、
あ
ら
か
じ
め
一
定
の
算
式
を
契
約
締
結
時
に

定
め
て
お
い
て
、
そ
れ
に
従
っ
て
自
動
的
に
地
代

を
改
定
し
て
い
く
、
と
い
う
特
約
で
す
。
た
と
え

ば
、
地
代
に
つ
い
て
は
、

年
後
に

％
増
額
す

る
も
の
と
し
、
そ
の
後
も
同
様
と
す
る
と
い
っ
た

も
の
が
典
型
例
で
す
。
こ
の
特
約
自
体
は
、
一
般

的
に
有
効
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
あ

く
ま
で
も
経
済
状
況
の
変
化
に
応
じ
た
合
理
的
な

も
の
で
あ
る
場
合
に
か
ぎ
り
有
効
で
あ
り
、
無
条

件
に
効
力
を
有
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。



お問い合わせ先お問い合わせ先

必要な材料はすべてアリス館にそろっています。
都合により内容を変更する場合があります。

花とアリス館
月 日（土） 日（月）

能登の四季の移り変わりをアリス館の花々の写真
展にてご覧頂けます。

北陸電力 アリス館志賀

春休みるんるんイベント
月 日（土） 日（日）

日替わり工作 や スタンプラリー 、 ご入園こ入学記
念撮影会 など楽しいこといっぱい 記念写真はその場で
プレゼント

日は 似顔絵 、 日は スペシャルアニメ上映会
があるよ。みんなアリス館に遊びに来てね

会場スタンプラリー
月 日（土） 日（日）

アリス館からフローリィへ行くスタンプラリーだよ。
それぞれのスタンプを集めて、プレゼントをゲット

おひなさまのメッセージカード作り
月 日（土） 月 日（月）

お友達に贈るかわいいメッセージカードを作ろう

選べる ペンスタンド
月 日（火） 月 日（月）

紙コップを使った新学期グッズを作ろう

冬のとくべつ工作
月の土・日限定（イベント日は除く）

何を作るかはアリス館に来てからのお楽しみだよ



休日夜間当番薬局 時間 午後 時 午前 時
診診療療時時間間はは、、午午前前 時時かからら正正午午ままでででですす。。ななおお、、受受診診のの際際ににはは、、事事前前にに病病院院へへ電電話話連連絡絡ししててくくだだささいい。。診療時間は、午前 時から正午までです。なお、受診の際には、事前に病院へ電話連絡してください。

総人口 ， 人

男 ， 人

女 ， 人

世帯数 ， 世帯

総人口 ， 人

男 ， 人

女 ， 人

世帯数 ， 世帯

氏

名

年

齢

本
籍
ま
た
は
住
所

元
藤

賢
之

國
田

ま
き

池
田

な
つ

大
塚
喜
代
子

田
渕

つ
や

坂
本

正
治

坂
本

秀
雄

念

枝

中
村
ト
シ
子

小
室

嘉
平

中
村
三
津
子

小
林
み
や
子

河

千
惠
子

小
川

力
雄

畑
中

甚
吉

小
松

辰
之

山
本

藤
直

水
岡

糺

笠

タ
ケ

田
辺

義
憲

政
氏
き
よ
の

宮
田

セ
ツ

盛
岡

良
夫

細
田

惣
松

平
澤

ゑ

梶

千
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【 お 断 り 】
このコーナーは、当町で届出
をし、希望がある方のみ掲載し
ています。他市町村での届出を
予定し、掲載を希望する場合は
届出書の余白に 広報掲載希望
とお書き下さい。

当番医名 住 所 電話番号 当番薬局 住 所

日
（日）

とどろき医院 羽咋市鶴多町
赤 川 薬 局 志賀町末吉千古

押水クリニック 宝達志水町門前

日
（日）

いがわ内科クリニック 羽咋市鶴多町
富来あおぞら薬局 志賀町富来地頭町

保志場医院 羽咋市的場町

日
（日）

羽咋診療所 羽咋市柳橋町
笠原健招堂薬局 志賀町富来領家町

志賀クリニック 志賀町高浜町

日
（木 祝）

保志場内科クリニック 羽咋市的場町
笠原健招堂薬局 コープ 志賀町里本江

四蔵医院 志賀町仏木

日
（日）

松江外科胃腸科医院 羽咋市松ケ下町
プリスケア薬局 志賀町高浜町

新谷医院 志賀町末吉畷

日
（日）

田村眼科クリニック 羽咋市鶴多町
まとば中央薬局 羽咋市的場町

池野整形外科医院 志賀町高浜町

当番医名 住 所 電話番号 当番薬局 住 所

日
（日）

とどろき医院
赤 川 薬 局

押水クリニック

日
（日）

いがわ内科クリニック
富来あおぞら薬局

保志場医院

日
（日）

羽咋診療所
笠原健招堂薬局

志賀クリニック

日
（木 祝）

保志場内科クリニック
笠原健招堂薬局 コープ

） 四蔵医院

日
（日）

松江外科胃腸科医院
プリスケア薬局

新谷医院

日
（日）

田村眼科クリニック
まとば中央薬局

池野整形外科医院



　僕は２月 15 日で１歳になりました。今、
歩く練習をしています。春になったらお姉
ちゃん達とお散歩に行きたいなぁ。
　私達の子供として誕生してくれてありがと
う。貴方の笑顔で家族みんなが癒されていま
す。元気で豪快な人生を歩んでね。

　　　両親より　　

向　　陸
りくと

斗ちゃん
　毎日　いろんな芸をして家族みんなを笑顔
にしてくれる陸斗。
　これからも一緒に楽しい日を過ごそうね。

　　　　両親より

　　編集後記
　まちかどルポにも掲載しましたが立志式の取材中、教育長は、「若いみなさんにとっ
て、（成人するまでの）６年という期間は極めて短いものです。しかし、みなさんにとっ
ては将来の人生を大きく作用する重要な期間です」と話していました。ふり返ってみ
ると、確かに長い人生のうちのたった６年間ですが、自分の行動次第でその後の人生
に大きな影響を与える期間だったとしみじみ感じます。 
　私の友人の中には、高校へは行かず仕事を頑張り、社長になった人もいます。  
人それぞれ色んな生き方があると思いますが、今回立志を迎えられたみなさんには、
悔いのない６年間を送ってほしいと思います。

　平成１８年７月から高浜町地内で運営されている志賀町デイサービスセンターに隣接し
て、志賀町ショートステイがこのほど完成しました。
　平成２０年４月の開所に向けて、現在準備が進められていますが、皆様に愛され、親しま
れて利用していただけるよう、二つの施設を総称した愛称を募集します。たくさんのご応募
をお待ちしております。

１．募集期間　　平成２０年３月１日（土）～３月２１日（金）

２．応募方法　　下記の必要事項をご記入のうえ、ハガキ、ファックス等
　　　　　　　　でご応募ください。（様式は自由）
　　　　　　　　　　①愛称　　②愛称の簡単な説明
　　　　　　　　　　③郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、電話番号

３．審　査　等　　募集締切後、審査のうえ決定します。
　　　　　　　　採用作品応募者に記念品を進呈します。

４．そ　の　他　　お一人様３点以内のご応募とさせていただきます。

５．連　絡　先　　志賀町健康福祉課
　　提　出　先　　電話　0767-32-9131　　FAX　0767-32-2944

南　
　

豪ご
う

ち
ゃ
ん

このコーナーに掲載する写真を募集しています。
子どもやペット、サークル仲間の写真等コメント
を添えて総務課広報係までお送りください。


